
私たちは緑の募金に
参加しています。

私たちは
献血推進キャンペーンを
応援しています。

〒400-0032 甲府市中央1丁目18-6
℡ 055-233-4176

＜発行所＞
山梨県民信用組合 営業統括部
総合相談センター

vol.48
2020.9

地域とけんみん信組をつなぐ情報誌

山梨県民信用組合は、地域の皆様を応援してまいります。

新型コロナウイルスの
終息を願って！！

　
本
店
営
業
部
の
秋
山
副
調
査
役
は
、こ
の
４
月
か
ら
、融
資
営

業
課
の
職
員
と
し
て
、毎
日
、融
資
相
談
や
集
金
業
務
で
お
客

様
の
事
業
所
に
伺
っ
て
い
ま
す
。訪
問
し
て
い
る
お
客
様
、特
に
飲

食
店
の
皆
さ
ま
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
売
り
上
げ

が
落
ち
込
み
、と
て
も
大
変
な
様
子
で
す
。そ
こ
で
秋
山
副
調
査

役
は
、来
店
客
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、新
た
に
始
め
た
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
を
飲
食
店
以
外
の
訪
問
先
や
自
分
の
職
場
に

届
け
、注
文
を
受
け
る
こ
と
に
取
り
組
み
、飲
食
店
は
も
と
よ

り
、注
文
し
た
訪
問
先
か
ら
も
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
山
副
調
査
役
は
、「
困
っ
て
い
る
お
客
様
を
な
ん
と
か
し
て

あ
げ
た
い
と
い
う
一
心
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
取
り
組
み
は
、

組
合
本
部
役
職
員
が
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
お
弁
当
を
取
り
寄

せ
る「
ラ
ン
チ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」の
取

り
組
み
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　
併
せ
て
、当
組
合
で
は
、職

員
向
け
電
子
掲
示
板
に
お

客
さ
ま
の
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
の

チ
ラ
シ
を
掲
示
し
、職
員
の

購
入
を
促
し
て
い
ま
す
。

令和3年度分 固定資産税等の軽減措置に
必要な申告書について確認を行います。

　甲府市のギャラリーＡＩＲＹ（坂本泉代表）が企画した市民参加型の落書
きプロジェクトの作品「かいぶつくんの探し物」（縦１.９メートル×横２.６メー
トル）が当組合本店営業部内の壁面に展示されています。
　この作品は、混乱と不安と恐怖で頭の中がいっぱいな「かいぶつくん」は
空を飛べなくなり、めちゃくちゃな世界に好物のキャンディを探しにでか
け、キャンディを見つけた「かいぶつくん」がそれを舐めるとまた空を飛べる
気になったというストーリーで、コロナ禍の不安を抜け出したい気持ちが
表れたものです。
　地元で活動する大方岳さんが原画を描き、それに市内10か所で子ども
やお年寄り、外国人等が思い思いのままに色を塗ったり、花や動物を書き
足し、最後に大方さんが仕上げました。
　是非、来店してご覧ください。

おおかた がく

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
本
県
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、多
く
の
事
業
者
の
皆

様
が
資
金
繰
り
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。当
組
合
を
含
め
県
内
の
各
金
融
機
関
は
、３
年

間
無
利
子
、保
証
料
無
料
の
経
済
変
動
対
策
融
資
を
は
じ
め
山
梨
県
の
新
型
ウ
イ
ル
ス

関
連
の
制
度
融
資
を
活
用
し
て
こ
れ
に
対
応
し
て
お
り
、融
資
に
必
要
な
信
用
保
証
協

会
の
保
証
の
申
し
込
み
は
、８
月
31
日
現
在
で
、７
，６
２
５
件
、１
，２
８
８
億
円
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。こ
れ
を
、業
種（
大
分
類
）で
み
る
と
、件
数
は
、卸
売
業
・
小
売
業
、建
設

業
、宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
順
に
多
く
、細
分
化
し
た
業
種（
中
分
類
）で
は
、飲

食
店
、土
木
工
事
、建
築
工
事
等
の
総
合
工
事
業
、ジ
ュ
エ
リ
ー
製
品
卸
を
含
む
そ
の
他

の
卸
売
業
の
順
に
な
っ
て
お
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
内
需
を
低
迷
さ
せ
、ほ
と
ん

ど
全
て
の
業
種
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

【メニューを配る秋山副調査役】
【
か
い
ぶ
つ
く
ん
の
探
し
物
】

職
員
の
取
り
組
み

　2020年の2月～10月までの連続する3月の期間の事業収入が、前年同
期間と比べて30％以上減少している中小企業者の皆さまは、2021年度
の固定資産税等の減免を受けることができます。
　当組合では、「認定経営革新等支援機関」として、減免を受けるために
提出する申告書に必要な確認（事業収入が減少している等）を行います。
　詳細については、営業店または営業担当者にお問い合わせください。

〇軽減の対象者・軽減率
　2020年2月～10月の任意の連続する3月の期間の事業収入の合計が、
　・前年同期比 ▲30％以上50％未満の場合：1/2軽減
　・前年同期比 ▲50％以上の場合：全額免除

〇軽減対象
　・事業用家屋及び設備等の償却資産に対する固定資産税
　・事業用家屋に対する都市計画税

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

9月3日はしんくみの日です。
この日に合わせて、全店で店舗周辺の
清掃活動に取り組みました。
写真は石和温泉あし湯広場周辺の清掃
を行った石和支店のメンバーです。

地
域
の
農
業
者
の
皆
さ
ま
を
　
　

　
　
　
　
　
　
　応
援
し
ま
す
！

業種（中分類）別内訳 保証の業種（大分類）別内訳（３～８月）／7,625件　１，28８億円

洗濯・理容・
美容・浴場業

職別工事業
（設備工事業を除く)

業種（中分類）

飲食店

総合工事業

その他の卸売業

その他の小売業

その他の製造業

設備工事業

機械器具小売業

宿泊業

卸売業、小売業 

建設業

宿泊業、飲食サービス業

製造業

生活関連サービス業、娯楽業

サービス業（他に分類されないもの）

医療、福祉

運輸業，郵便業

学術研究、専門・技術サービス業

不動産業、物品賃貸業

情報通信業

教育、学習支援業

農業、林業

鉱業，採石業，砂利採取業

金融業、保険業

電気・ガス・熱供給・水道業

件数

964

614

475

450

353

329

287

286

281

268

（360億95百万円）

（254億96百万円）

（140億08百万円）

（231億38百万円）

（47億54百万円）

（47億05百万円）

（50億32百万円）

（62億65百万円）

（36億08百万円）

（34億51百万円）

（8億33百万円）

（6億27百万円）

（2億34百万円）

（4億35百万円）

（87百万円）

（1億06百万円）

1,904

1,351

1,289

1,221

6

15

15

18

51

55

415

180

246

266

287

306



　
９
月
１
日
か
ら
７
日
は
、「
し
ん
く
み
の
日
週
間
」で
す
。

　
全
国
の
信
用
組
合
で
は
、こ
の
期
間
を
中
心
に
、日
ご
ろ

の
感
謝
を
込
め
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。当

組
合
に
お
い
て
も
、今
年
度
は
、全
店
に
お
け
る
清
掃
奉
仕

活
動
、献
血
者
数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
の
献
血
運
動
、コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
業
況
が
低
迷
し
て
い
る
飲
食
店
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
等
を
役
職
員
が
積
極
的
に
利
用
す
る「
一
人
一
応
援

運
動
」等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
27
年（
１
９
５
２
年
）２
月
、本
県
最
初
の
信
用
組
合 

甲
府
中
央
信
用
事

業
協
同
組
合（
後
に
甲
府
中
央
信
用
組
合
に
改
称
）が
発
足
し
て
、約
70
年
近
く

経
ち
ま
す
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
、「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」と
い
わ
れ
、高
度
成
長
期
に

入
っ
た
昭
和
30
年
頃
、地
域
経
済
を
支
え
る
小
さ
な
事
業
者
が
必
要
な
融
資
を

受
け
ら
れ
な
い
状
況
が
起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
、多
く
の
信
用
組
合
が
全
国
で
設
立

さ
れ
、山
梨
県
内
に
お
い
て
も
、こ
の
時
期
に
12
の
信
用
組
合
が
相
次
い
で
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、信
用
組
合
は
日
本
経
済
の
高
度
成
長
と
と
も
に
事
業
を
拡
大
し
、バ

ブ
ル
経
済
を
迎
え
る
前
の
昭
和
58
年
に
は
、県
内
に
23
あ
っ
た
民
間
金
融
機
関（
４

都
銀
、２
地
銀
、２
相
互
銀
行
、３
信
金
、12
信
組
）の
約
半
数
を
信
用
組
合
が
占

め
、地
域
に
密
着
し
、地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
、県
内
信
用
組
合
の
店
舗
数
の
合
計
は
71
店
舗
で
、そ
の
後
も
店
舗
数
は

増
え
続
け
平
成
10
年
に
は
１
０
９
店
舗
に
上
っ
て
い
ま
す
。や
が
て
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
を
受
け
、全
国
で
、金
融
機
関
の
破
綻
や
合
併
が
繰
り
返
さ
れ
、県
内
に
お
い

て
も
時
代
の
流
れ
の
中
で
、信
用
組
合
、信
用
金
庫
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま

た
、事
業
所
や
人
口
の
減
少
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
、コ

ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
普
及
等
に
よ
り
、店
舗
へ
の
来
店
客
数
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、さ

ら
に
、金
融
機
関
の
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
な
か
で
、金
融
機
関
の
店
舗
数
は
減

少
を
続
け
、窓
口
営
業
時
間
を
縮
小
す
る
動
き
も
あ
り
、山
梨
県
民
信
用
組
合
も

店
舗
の
移
転
に
よ
る
減
少
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、山
梨
県
民
信
用
組
合
は
、今
後
も
、信
用
組
合
の
原

点
を
忘
れ
ず
、地
域
に
密
着
し
、「
足
で
稼
ぐ
営
業
ス
タ
イ
ル
」に
よ
る
徹
底
し
た

対
面
・
訪
問
活
動
を
展
開
し
、地
域
の
特
性
や
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、き
め

細
か
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
こ
の
８
月
か
ら
、当
組
合
が
有
す
る
県
内
金
融
機
関
唯

一の
移
動
店
舗
車
が
、移
転
し
た
店
舗
の
跡
地
で
営
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
移
動
店
舗
車
は
、荷
台
に
お
客
様
に
対
応
す
る
た

め
の
窓
口
設
備
を
備
え
た
自
動
車
で
、職
員
が
搭
乗
し
、

入
出
金
や
振
込
等
の
窓
口
業
務
を
行
い
、Ａ
Ｔ
Ｍ
も
搭
載

し
、お
客
様
の
操
作
で
の
入
出
金
等
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
全
国
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
移
動
店
舗
車
の
ご
利
用
に

つ
い
て
は
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
移
転
し
た
店
舗
跡
地
の

掲
示
で
運
行
状
況
や
営
業
時
間
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、こ
の
移
動
店
舗
車
は
、発
電
機
を
装
備
し
、停

電
に
な
っ
た
場
合
で
も
稼
動
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、災
害

時
に
被
災
地
を
運
行
し
、地
域
の
金
融
機
関
と
し
て
金
融

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
も
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、全
国
の
観
光
地
で
、外
国

か
ら
の
観
光
客
が
激
減
し
、不
要
不
急

の
外
出
自
粛
要
請
に
よ
り
日
本
人
は

観
光
を
し
な
く
な
り
、県
内
有
数
の
観

光
地
で
あ
る
昇
仙
峡
も
、新
緑
の
美
し

い
季
節
は
人
影
も
ま
ば
ら
で
し
た
。昨

年
、ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
結
ば
れ
た
山
頂

か
ら
の
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
が
一
望

で
き
る
絶
景
が
、人
気
タ
レ
ン
ト
に
よ

り
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、客
足
が
増
え

て
い
た
だ
け
に
、残
念
な
状
況
で
し
た
。

　
昇
仙
峡
は
、国
の
特
別
名
勝
に
も
指

定
さ
れ「
日
本
一の
渓
谷
美
」と
称
さ
れ

る
景
勝
地
と
し
て
の
魅
力
だ
け
で
な

く
、ほ
う
と
う
祭
り
の
開
催
や
、か
つ

て
甲
府
駅
に
あ
っ
た
噴
水
を
モ
デ
ル
と

し
、頂
に
水
晶
を
飾
っ
た「
ク
リ
ス
タ
ル

フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
」を
設
置
す
る
な
ど
の
魅

力
を
整
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、若

者
の
来
訪
者
が
少
な
い
、リ
ピ
ー
タ
ー

が
少
な
い
等
の
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、昨
年
度
、観
光
客
が
訪
れ
た
く
な

る
昇
仙
峡
を
目
指
し
て「
昇
仙
峡
リ
バ

イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、こ
れ
を
実

行
に
移
し
て
往
年
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
折
し
も
、今
年
６
月
に
は
、「
甲
州
の

匠
の
源
流
・
御
嶽
昇
仙
峡
」が
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。水
晶
が
産
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
、山
梨

県
の
宝
飾
産
業
や
先
進
機
器
産
業
の

隆
盛
に
つ
な
が
る
水
晶
加
工
技
術
を

示
す
も
の
な
ど
23
の
文
化
財
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、昇
仙
峡
の
魅
力
と
し
て
改

め
て
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。県
で

も
、昔
日
の
白
い
砂
地
を
取
り
戻
す

「
夢
の
松
島
」園
地
の
整
備
な
ど
、魅
力

整
備
の
後
押
し
を
し
て
お
り
、当
組
合

と
し
て
も
、プ
ラ
ン
の
掲
げ
ら
れ
た
、地

域
自
ら
の
体
制
づ
く
り
を
応
援
し
、昇

仙
峡
の
活
性
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
近
場
の
観
光
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。改
め
て
、身
近
な
観
光
地
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

し
ん
く
み
の
日
（
金
融
機
関
の
変
遷
）

リ
バ
イ
バ
ル
昇
仙
峡

 
令
和
２
年
度

﹁
し
ん
く
み
の
日
週
間
﹂

 

活
動
報
告

【山梨県の信用組合の変遷】

石塊館 ～村上石材店～
　石塊館は、韮崎にある創業100年を超える老舗の石屋さんが運
営する石と化石と鉱物の博物館です。
　エントランスには、ここでしか見られない韮崎の地層の成り立ち
が展示され、70万年前の黒富士山とそれに続く茅ケ岳の噴火、40
万年前の八ヶ岳の噴火と浸食による七里岩の形成などが説明され
ています。
　館内には、巨大な（100年で1cm伸びる）鍾乳石が天井から吊
るされ、三つ峠で発掘されたクジラの化石や土中に埋もれた樹木
が珪素により化石化し固くなった珪化木、砂漠で水分中のミネラル
が結晶した砂漠のバラと呼ばれる見事な造形の石、下方の紙に描
かれている模様や文字が表面に浮き上がって見える不思議なテレ
ビ石等、世界中から集めた大地からの贈り物が展示されており、こ
れらの展示を村上社長の解説を聞きながら見ていると、小さな博
物館ですが悠久な大地を感じることができます。
　村上社長は、県内の公立博物館に石に関する展示が少ないこ
とから、地域貢献の一環として、好きな鉱物の一坪博物館を作った
と話しています。
　豊かな感性と知性を育む大自然の名館（田中収大月短期大学
名誉教授の推薦の言葉）石塊館を訪れてみてはいかがでしょうか。
（社長の説明を聞きたい場合は、事前にご一報ください。
TEL.0551-25-2911）

石和温泉郷

　石和は、御坂峠越えの鎌倉往還道と大菩薩
峠越えの青梅街道が合流する甲州街道の石
和宿として賑わった宿場で、葛飾北斎の『富嶽
三十六景』のうちの一つ、明け方に出立する旅
人等の様子を描いた「甲州伊沢暁」（こうしゅうい
さわのあかつき）で広くその名を知られています。
　昭和36年、ブドウ畑に突然高温の温泉が湧
き出し、地元の老若男女が押し寄せる青空温泉が始まり、そこから一大温泉郷に発展
し、アルカリ性単純温泉の肌に良い効能と豊富な湯量は折り紙付きです。周辺の観光
農園でのフルーツ狩りの楽しみは天下一品で、食事もバラエティに富んでおり、少し足
を延ばして御坂でもおいしい食事がいただけます。もちろんワインを味わうこともでき、
石和温泉駅を基点にいくつかのワイナリーを回遊するワインタクシーは大変好評です。
　また、新たな名所として、甲府駅前の像の約2倍、高さ約６ｍの県内最大の信玄公像
のある観光施設「甲州天然石工房　彩石の蔵」がお目見えしました。
　そのほかに、北斎が「甲州伊沢暁」を眺望した場所と言われ、山梨百名山にも選ば

れている大蔵経寺山（だいぞうきょうじやま）716ｍに
は石和駅からハイキングができ、登山途中に石
和の街並みと富士山が楽しめます。健脚な方に
は、甲府市の積翠寺から高い岸壁を穿ってつく
られた観音堂で有名な深草観音を経由し、甲
府市の市街を眼下に眺めながらのルートもお
勧めです。
　様 な々楽しみ方のある石和温泉郷。近場の
観光で石和温泉郷はいかがでしょうか。

【テレビ石】

【館内風景】

【砂漠の薔薇】

朝日屋

【災害時にも稼働ができる移動店舗車】

【入口風景】

【県内最大の信玄公像】

いしくれかん

「
滝
の
裏
に
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入
れ
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】 
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気
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す
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望
台
も
絶
景
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弥
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郎
岳
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頂
は

　  

雄
大
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パ
ノ
ラ
マ
」

【県内民間金融機関数】

種  　別
昭和58年 令和2年

計 23

都市銀行

地方銀行

第二地方銀行

信用金庫

信用組合

第一勧業
富士
協和
太陽神戸

金融機関名金融
機関数 金融機関名金融

機関数

山梨中央
駿河

東京相互
国民相互

別　図

甲府
甲府商工
大月

みずほ
りそな
三井住友

山梨中央

甲府
山梨

山梨県民
都留

4

2

2

3

12

8

3

1

0

2

2

甲府中央信用事業協同組合
（昭和27年2月 発足）

鰍沢信用組合
（昭和30年8月 設立）

韮崎信用組合
（昭和30年9月 設立）

長坂商工信用組合
（昭和30年12月 設立）

巨摩信用組合
（昭和34年12月 設立）

山梨県相互信用組合
（昭和31年6月 設立）

甲斐信用組合
（昭和30年4月 設立）

塩山信用組合
（昭和30年2月 設立）

山梨市信用組合
（昭和34年6月 設立）

谷村信用組合
（昭和27年7月 設立）

都留信用組合
（昭和27年3月 設立）

上野原信用組合
（昭和28年3月 設立）

甲陽信用組合
（昭和34年6月 名称変更）
山梨甲陽信用組合
（昭和58年11月 名称変更）

甲府中央信用組合
（昭和28年5月 名称変更）

峡南信用組合
（昭和33年6月 名称変更）

山梨県信用組合
（昭和31年9月 名称変更）

武田信用組合
（昭和63年10月 合併） 

甲府中央信用組合
（平成15年1月 合併）

美駒信用組合
（平成10年10月 合併）

やまなみ信用組合 
（平成10年10月 合併）

峡東信用組合
（昭和58年10月 合併）

近場の観光

【富岳三十六景 「甲州伊沢暁」】
(石を点刻した画・石塊館提供画像)

山
梨
県
民
信
用
組
合

（
平
成
16
年
２
月 

合
併
）

都留信用組合
（平成6年8月 合併）

ホームページはこちら

「落ち着いた空間で和のひと時
を」をコンセプトにした店内と寿
司を中心とした創作料理、旬の
美味しい珍味は特別な日に特別
なひと時を堪能させてくれます。

8055ｰ262ｰ3245 ○笛吹市御
坂町栗合104  ○営業時間／
11:00～14:00・16:30～22:00 
○定休日：月曜日

味馬車
笛吹市限定「ラーほー」を味馬
車独自にアレンジした「ラー
ほーとう」はこれからの寒い時
期に体を温めてくれること間違
いなし。

8055ｰ262ｰ7215 ○笛吹市御
坂町下野原1152ｰ1 ○営業時間
／11:00～15:00・17:00～21:00 
○定休日：水曜日

とみー
テレビでも取り上げられた、
ギョーザ鳥もつ定食はギョーザ
の種や鳥もつのタレにこだわり
抜いた1品になってます。女性に
もオススメです。

8055ｰ262ｰ4818 ○笛吹市御
坂町栗合72  ○営業時間／
11:30～14:00・17:00～21:30 
○定休日：なし



　
９
月
１
日
か
ら
７
日
は
、「
し
ん
く
み
の
日
週
間
」で
す
。

　
全
国
の
信
用
組
合
で
は
、こ
の
期
間
を
中
心
に
、日
ご
ろ

の
感
謝
を
込
め
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。当

組
合
に
お
い
て
も
、今
年
度
は
、全
店
に
お
け
る
清
掃
奉
仕

活
動
、献
血
者
数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
の
献
血
運
動
、コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
業
況
が
低
迷
し
て
い
る
飲
食
店
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
等
を
役
職
員
が
積
極
的
に
利
用
す
る「
一
人
一
応
援

運
動
」等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
27
年（
１
９
５
２
年
）２
月
、本
県
最
初
の
信
用
組
合 

甲
府
中
央
信
用
事

業
協
同
組
合（
後
に
甲
府
中
央
信
用
組
合
に
改
称
）が
発
足
し
て
、約
70
年
近
く

経
ち
ま
す
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
、「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」と
い
わ
れ
、高
度
成
長
期
に

入
っ
た
昭
和
30
年
頃
、地
域
経
済
を
支
え
る
小
さ
な
事
業
者
が
必
要
な
融
資
を

受
け
ら
れ
な
い
状
況
が
起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
、多
く
の
信
用
組
合
が
全
国
で
設
立

さ
れ
、山
梨
県
内
に
お
い
て
も
、こ
の
時
期
に
12
の
信
用
組
合
が
相
次
い
で
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、信
用
組
合
は
日
本
経
済
の
高
度
成
長
と
と
も
に
事
業
を
拡
大
し
、バ

ブ
ル
経
済
を
迎
え
る
前
の
昭
和
58
年
に
は
、県
内
に
23
あ
っ
た
民
間
金
融
機
関（
４

都
銀
、２
地
銀
、２
相
互
銀
行
、３
信
金
、12
信
組
）の
約
半
数
を
信
用
組
合
が
占

め
、地
域
に
密
着
し
、地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
、県
内
信
用
組
合
の
店
舗
数
の
合
計
は
71
店
舗
で
、そ
の
後
も
店
舗
数
は

増
え
続
け
平
成
10
年
に
は
１
０
９
店
舗
に
上
っ
て
い
ま
す
。や
が
て
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
を
受
け
、全
国
で
、金
融
機
関
の
破
綻
や
合
併
が
繰
り
返
さ
れ
、県
内
に
お
い

て
も
時
代
の
流
れ
の
中
で
、信
用
組
合
、信
用
金
庫
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま

た
、事
業
所
や
人
口
の
減
少
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
、コ

ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
普
及
等
に
よ
り
、店
舗
へ
の
来
店
客
数
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、さ

ら
に
、金
融
機
関
の
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
な
か
で
、金
融
機
関
の
店
舗
数
は
減

少
を
続
け
、窓
口
営
業
時
間
を
縮
小
す
る
動
き
も
あ
り
、山
梨
県
民
信
用
組
合
も

店
舗
の
移
転
に
よ
る
減
少
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、山
梨
県
民
信
用
組
合
は
、今
後
も
、信
用
組
合
の
原

点
を
忘
れ
ず
、地
域
に
密
着
し
、「
足
で
稼
ぐ
営
業
ス
タ
イ
ル
」に
よ
る
徹
底
し
た

対
面
・
訪
問
活
動
を
展
開
し
、地
域
の
特
性
や
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、き
め

細
か
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
こ
の
８
月
か
ら
、当
組
合
が
有
す
る
県
内
金
融
機
関
唯

一の
移
動
店
舗
車
が
、移
転
し
た
店
舗
の
跡
地
で
営
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
移
動
店
舗
車
は
、荷
台
に
お
客
様
に
対
応
す
る
た

め
の
窓
口
設
備
を
備
え
た
自
動
車
で
、職
員
が
搭
乗
し
、

入
出
金
や
振
込
等
の
窓
口
業
務
を
行
い
、Ａ
Ｔ
Ｍ
も
搭
載

し
、お
客
様
の
操
作
で
の
入
出
金
等
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
全
国
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
移
動
店
舗
車
の
ご
利
用
に

つ
い
て
は
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
移
転
し
た
店
舗
跡
地
の

掲
示
で
運
行
状
況
や
営
業
時
間
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、こ
の
移
動
店
舗
車
は
、発
電
機
を
装
備
し
、停

電
に
な
っ
た
場
合
で
も
稼
動
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、災
害

時
に
被
災
地
を
運
行
し
、地
域
の
金
融
機
関
と
し
て
金
融

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
も
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、全
国
の
観
光
地
で
、外
国

か
ら
の
観
光
客
が
激
減
し
、不
要
不
急

の
外
出
自
粛
要
請
に
よ
り
日
本
人
は

観
光
を
し
な
く
な
り
、県
内
有
数
の
観

光
地
で
あ
る
昇
仙
峡
も
、新
緑
の
美
し

い
季
節
は
人
影
も
ま
ば
ら
で
し
た
。昨

年
、ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
結
ば
れ
た
山
頂

か
ら
の
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
が
一
望

で
き
る
絶
景
が
、人
気
タ
レ
ン
ト
に
よ

り
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、客
足
が
増
え

て
い
た
だ
け
に
、残
念
な
状
況
で
し
た
。

　
昇
仙
峡
は
、国
の
特
別
名
勝
に
も
指

定
さ
れ「
日
本
一の
渓
谷
美
」と
称
さ
れ

る
景
勝
地
と
し
て
の
魅
力
だ
け
で
な

く
、ほ
う
と
う
祭
り
の
開
催
や
、か
つ

て
甲
府
駅
に
あ
っ
た
噴
水
を
モ
デ
ル
と

し
、頂
に
水
晶
を
飾
っ
た「
ク
リ
ス
タ
ル

フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
」を
設
置
す
る
な
ど
の
魅

力
を
整
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、若

者
の
来
訪
者
が
少
な
い
、リ
ピ
ー
タ
ー

が
少
な
い
等
の
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、昨
年
度
、観
光
客
が
訪
れ
た
く
な

る
昇
仙
峡
を
目
指
し
て「
昇
仙
峡
リ
バ

イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、こ
れ
を
実

行
に
移
し
て
往
年
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
折
し
も
、今
年
６
月
に
は
、「
甲
州
の

匠
の
源
流
・
御
嶽
昇
仙
峡
」が
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。水
晶
が
産
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
、山
梨

県
の
宝
飾
産
業
や
先
進
機
器
産
業
の

隆
盛
に
つ
な
が
る
水
晶
加
工
技
術
を

示
す
も
の
な
ど
23
の
文
化
財
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、昇
仙
峡
の
魅
力
と
し
て
改

め
て
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。県
で

も
、昔
日
の
白
い
砂
地
を
取
り
戻
す

「
夢
の
松
島
」園
地
の
整
備
な
ど
、魅
力

整
備
の
後
押
し
を
し
て
お
り
、当
組
合

と
し
て
も
、プ
ラ
ン
の
掲
げ
ら
れ
た
、地

域
自
ら
の
体
制
づ
く
り
を
応
援
し
、昇

仙
峡
の
活
性
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
近
場
の
観
光
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。改
め
て
、身
近
な
観
光
地
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

し
ん
く
み
の
日
（
金
融
機
関
の
変
遷
）

リ
バ
イ
バ
ル
昇
仙
峡

 

令
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２
年
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の
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【山梨県の信用組合の変遷】

石塊館 ～村上石材店～
　石塊館は、韮崎にある創業100年を超える老舗の石屋さんが運
営する石と化石と鉱物の博物館です。
　エントランスには、ここでしか見られない韮崎の地層の成り立ち
が展示され、70万年前の黒富士山とそれに続く茅ケ岳の噴火、40
万年前の八ヶ岳の噴火と浸食による七里岩の形成などが説明され
ています。
　館内には、巨大な（100年で1cm伸びる）鍾乳石が天井から吊
るされ、三つ峠で発掘されたクジラの化石や土中に埋もれた樹木
が珪素により化石化し固くなった珪化木、砂漠で水分中のミネラル
が結晶した砂漠のバラと呼ばれる見事な造形の石、下方の紙に描
かれている模様や文字が表面に浮き上がって見える不思議なテレ
ビ石等、世界中から集めた大地からの贈り物が展示されており、こ
れらの展示を村上社長の解説を聞きながら見ていると、小さな博
物館ですが悠久な大地を感じることができます。
　村上社長は、県内の公立博物館に石に関する展示が少ないこ
とから、地域貢献の一環として、好きな鉱物の一坪博物館を作った
と話しています。
　豊かな感性と知性を育む大自然の名館（田中収大月短期大学
名誉教授の推薦の言葉）石塊館を訪れてみてはいかがでしょうか。
（社長の説明を聞きたい場合は、事前にご一報ください。
TEL.0551-25-2911）

石和温泉郷

　石和は、御坂峠越えの鎌倉往還道と大菩薩
峠越えの青梅街道が合流する甲州街道の石
和宿として賑わった宿場で、葛飾北斎の『富嶽
三十六景』のうちの一つ、明け方に出立する旅
人等の様子を描いた「甲州伊沢暁」（こうしゅうい
さわのあかつき）で広くその名を知られています。
　昭和36年、ブドウ畑に突然高温の温泉が湧
き出し、地元の老若男女が押し寄せる青空温泉が始まり、そこから一大温泉郷に発展
し、アルカリ性単純温泉の肌に良い効能と豊富な湯量は折り紙付きです。周辺の観光
農園でのフルーツ狩りの楽しみは天下一品で、食事もバラエティに富んでおり、少し足
を延ばして御坂でもおいしい食事がいただけます。もちろんワインを味わうこともでき、
石和温泉駅を基点にいくつかのワイナリーを回遊するワインタクシーは大変好評です。
　また、新たな名所として、甲府駅前の像の約2倍、高さ約６ｍの県内最大の信玄公像
のある観光施設「甲州天然石工房　彩石の蔵」がお目見えしました。
　そのほかに、北斎が「甲州伊沢暁」を眺望した場所と言われ、山梨百名山にも選ば

れている大蔵経寺山（だいぞうきょうじやま）716ｍに
は石和駅からハイキングができ、登山途中に石
和の街並みと富士山が楽しめます。健脚な方に
は、甲府市の積翠寺から高い岸壁を穿ってつく
られた観音堂で有名な深草観音を経由し、甲
府市の市街を眼下に眺めながらのルートもお
勧めです。
　様 な々楽しみ方のある石和温泉郷。近場の
観光で石和温泉郷はいかがでしょうか。

【テレビ石】

【館内風景】

【砂漠の薔薇】

朝日屋

【災害時にも稼働ができる移動店舗車】

【入口風景】

【県内最大の信玄公像】

いしくれかん
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【県内民間金融機関数】

種  　別
昭和58年 令和2年

計 23

都市銀行

地方銀行

第二地方銀行

信用金庫

信用組合

第一勧業
富士
協和

太陽神戸

金融機関名金融
機関数 金融機関名金融

機関数

山梨中央
駿河

東京相互
国民相互

別　図

甲府
甲府商工
大月

みずほ
りそな
三井住友

山梨中央

甲府
山梨

山梨県民
都留

4

2

2

3

12

8

3

1

0

2

2

甲府中央信用事業協同組合
（昭和27年2月 発足）

鰍沢信用組合
（昭和30年8月 設立）

韮崎信用組合
（昭和30年9月 設立）

長坂商工信用組合
（昭和30年12月 設立）

巨摩信用組合
（昭和34年12月 設立）

山梨県相互信用組合
（昭和31年6月 設立）

甲斐信用組合
（昭和30年4月 設立）

塩山信用組合
（昭和30年2月 設立）

山梨市信用組合
（昭和34年6月 設立）

谷村信用組合
（昭和27年7月 設立）

都留信用組合
（昭和27年3月 設立）

上野原信用組合
（昭和28年3月 設立）

甲陽信用組合
（昭和34年6月 名称変更）
山梨甲陽信用組合
（昭和58年11月 名称変更）

甲府中央信用組合
（昭和28年5月 名称変更）

峡南信用組合
（昭和33年6月 名称変更）

山梨県信用組合
（昭和31年9月 名称変更）

武田信用組合
（昭和63年10月 合併） 

甲府中央信用組合
（平成15年1月 合併）

美駒信用組合
（平成10年10月 合併）

やまなみ信用組合 
（平成10年10月 合併）

峡東信用組合
（昭和58年10月 合併）

近場の観光

【富岳三十六景 「甲州伊沢暁」】
(石を点刻した画・石塊館提供画像)

山
梨
県
民
信
用
組
合

（
平
成
16
年
２
月 

合
併
）

都留信用組合
（平成6年8月 合併）

ホームページはこちら

「落ち着いた空間で和のひと時
を」をコンセプトにした店内と寿
司を中心とした創作料理、旬の
美味しい珍味は特別な日に特別
なひと時を堪能させてくれます。

8055ｰ262ｰ3245 ○笛吹市御
坂町栗合104  ○営業時間／
11:00～14:00・16:30～22:00 
○定休日：月曜日

味馬車
笛吹市限定「ラーほー」を味馬
車独自にアレンジした「ラー
ほーとう」はこれからの寒い時
期に体を温めてくれること間違
いなし。

8055ｰ262ｰ7215 ○笛吹市御
坂町下野原1152ｰ1 ○営業時間
／11:00～15:00・17:00～21:00 
○定休日：水曜日

とみー
テレビでも取り上げられた、
ギョーザ鳥もつ定食はギョーザ
の種や鳥もつのタレにこだわり
抜いた1品になってます。女性に
もオススメです。

8055ｰ262ｰ4818 ○笛吹市御
坂町栗合72  ○営業時間／
11:30～14:00・17:00～21:30 
○定休日：なし
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地域とけんみん信組をつなぐ情報誌

山梨県民信用組合は、地域の皆様を応援してまいります。

新型コロナウイルスの
終息を願って！！

　
本
店
営
業
部
の
秋
山
副
調
査
役
は
、こ
の
４
月
か
ら
、融
資
営

業
課
の
職
員
と
し
て
、毎
日
、融
資
相
談
や
集
金
業
務
で
お
客

様
の
事
業
所
に
伺
っ
て
い
ま
す
。訪
問
し
て
い
る
お
客
様
、特
に
飲

食
店
の
皆
さ
ま
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
売
り
上
げ

が
落
ち
込
み
、と
て
も
大
変
な
様
子
で
す
。そ
こ
で
秋
山
副
調
査

役
は
、来
店
客
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、新
た
に
始
め
た
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
を
飲
食
店
以
外
の
訪
問
先
や
自
分
の
職
場
に

届
け
、注
文
を
受
け
る
こ
と
に
取
り
組
み
、飲
食
店
は
も
と
よ

り
、注
文
し
た
訪
問
先
か
ら
も
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
山
副
調
査
役
は
、「
困
っ
て
い
る
お
客
様
を
な
ん
と
か
し
て

あ
げ
た
い
と
い
う
一
心
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
取
り
組
み
は
、

組
合
本
部
役
職
員
が
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
お
弁
当
を
取
り
寄

せ
る「
ラ
ン
チ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」の
取

り
組
み
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　
併
せ
て
、当
組
合
で
は
、職

員
向
け
電
子
掲
示
板
に
お

客
さ
ま
の
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
の

チ
ラ
シ
を
掲
示
し
、職
員
の

購
入
を
促
し
て
い
ま
す
。

令和3年度分 固定資産税等の軽減措置に
必要な申告書について確認を行います。

　甲府市のギャラリーＡＩＲＹ（坂本泉代表）が企画した市民参加型の落書
きプロジェクトの作品「かいぶつくんの探し物」（縦１.９メートル×横２.６メー
トル）が当組合本店営業部内の壁面に展示されています。
　この作品は、混乱と不安と恐怖で頭の中がいっぱいな「かいぶつくん」は
空を飛べなくなり、めちゃくちゃな世界に好物のキャンディを探しにでか
け、キャンディを見つけた「かいぶつくん」がそれを舐めるとまた空を飛べる
気になったというストーリーで、コロナ禍の不安を抜け出したい気持ちが
表れたものです。
　地元で活動する大方岳さんが原画を描き、それに市内10か所で子ども
やお年寄り、外国人等が思い思いのままに色を塗ったり、花や動物を書き
足し、最後に大方さんが仕上げました。
　是非、来店してご覧ください。

おおかた がく

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
本
県
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、多
く
の
事
業
者
の
皆

様
が
資
金
繰
り
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。当
組
合
を
含
め
県
内
の
各
金
融
機
関
は
、３
年

間
無
利
子
、保
証
料
無
料
の
経
済
変
動
対
策
融
資
を
は
じ
め
山
梨
県
の
新
型
ウ
イ
ル
ス

関
連
の
制
度
融
資
を
活
用
し
て
こ
れ
に
対
応
し
て
お
り
、融
資
に
必
要
な
信
用
保
証
協

会
の
保
証
の
申
し
込
み
は
、８
月
31
日
現
在
で
、７
，６
２
５
件
、１
，２
８
８
億
円
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。こ
れ
を
、業
種（
大
分
類
）で
み
る
と
、件
数
は
、卸
売
業
・
小
売
業
、建
設

業
、宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
順
に
多
く
、細
分
化
し
た
業
種（
中
分
類
）で
は
、飲

食
店
、土
木
工
事
、建
築
工
事
等
の
総
合
工
事
業
、ジ
ュ
エ
リ
ー
製
品
卸
を
含
む
そ
の
他

の
卸
売
業
の
順
に
な
っ
て
お
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
内
需
を
低
迷
さ
せ
、ほ
と
ん

ど
全
て
の
業
種
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

【メニューを配る秋山副調査役】
【
か
い
ぶ
つ
く
ん
の
探
し
物
】

職
員
の
取
り
組
み

　2020年の2月～10月までの連続する3月の期間の事業収入が、前年同
期間と比べて30％以上減少している中小企業者の皆さまは、2021年度
の固定資産税等の減免を受けることができます。
　当組合では、「認定経営革新等支援機関」として、減免を受けるために
提出する申告書に必要な確認（事業収入が減少している等）を行います。
　詳細については、営業店または営業担当者にお問い合わせください。

〇軽減の対象者・軽減率
　2020年2月～10月の任意の連続する3月の期間の事業収入の合計が、
　・前年同期比 ▲30％以上50％未満の場合：1/2軽減
　・前年同期比 ▲50％以上の場合：全額免除

〇軽減対象
　・事業用家屋及び設備等の償却資産に対する固定資産税
　・事業用家屋に対する都市計画税

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

9月3日はしんくみの日です。
この日に合わせて、全店で店舗周辺の
清掃活動に取り組みました。
写真は石和温泉あし湯広場周辺の清掃
を行った石和支店のメンバーです。

地
域
の
農
業
者
の
皆
さ
ま
を
　
　

　
　
　
　
　
　
　応
援
し
ま
す
！

業種（中分類）別内訳 保証の業種（大分類）別内訳（３～８月）／7,625件　１，28８億円

洗濯・理容・
美容・浴場業

職別工事業
（設備工事業を除く)

業種（中分類）

飲食店

総合工事業

その他の卸売業

その他の小売業

その他の製造業

設備工事業

機械器具小売業

宿泊業

卸売業、小売業 

建設業

宿泊業、飲食サービス業

製造業

生活関連サービス業、娯楽業

サービス業（他に分類されないもの）

医療、福祉

運輸業，郵便業

学術研究、専門・技術サービス業

不動産業、物品賃貸業

情報通信業

教育、学習支援業

農業、林業

鉱業，採石業，砂利採取業

金融業、保険業

電気・ガス・熱供給・水道業

件数

964

614

475

450

353

329

287

286

281

268

（360億95百万円）

（254億96百万円）

（140億08百万円）

（231億38百万円）

（47億54百万円）

（47億05百万円）

（50億32百万円）

（62億65百万円）

（36億08百万円）

（34億51百万円）

（8億33百万円）

（6億27百万円）

（2億34百万円）

（4億35百万円）

（87百万円）

（1億06百万円）

1,904

1,351

1,289

1,221

6

15

15

18

51

55

415

180

246

266

287

306


